
Ｒ4年度改善報告受賞者一覧（所属及び職名は、改善提案・報告実施時のもの）
表彰区分 所属 職名 氏名 標題

最優秀賞 道路課 主査 村本向史
ロゴフォーム機能を利用した
道路損傷等通報システムの開
始

優秀賞 課税課 主事 孕石純也
総括表及び給与支払報告書の
送付件数削減

優秀賞
シティセールス課

政策企画課
デジタル戦略課

係長
主事
主事

前島勇介
大石航佑
有賀友彦

シティプロモーション名刺を
活用した｢オール焼津｣体制で
のPR

奨励賞
地域包括ケ
ア推進課

主任主査
会計年度任

用職員

松田智仁
萩原葉子

高校生のやる気を人気コー
ヒーショップとつなぎ認知症
カフェを開催

奨励賞
シティセール

ス課
主任主事 田宮良浩

動画を各課の業務や情報発信
に活用してもらうための庁内
研修を開催

奨励賞
スマイルライ

フ推進課
主任主査 北川剛

公民館に高齢者向けスマート
フォン相談員を配置

奨励賞
シティセール

ス課
主任主事 飯塚夏未

「広報やいづ」郵送者の宛名ラ
ベルに「郵送停止フォーム
QR」を記載

奨励賞 地域防災課 主任主査 大河邦彦
自主防救助隊の訓練動画を作
成

奨励賞
管財課
管財課

地域福祉課

主事
係長
係長

高木健太郎
平田規善晴
鈴木好美

エレベーター案内の点字を追
加しました

奨励賞
病院経営戦

略課
主事 岡村浩佑

投資（導入医療機器選定）への
意思決定の基となるデータの高
精度化
（医療機器及び備品等の要求理
由書の改訂）

※幹部職員による投票により決定する賞

表彰区分 所属 職名 氏名 提案又は改善報告提出件数

特別賞①（最
多提出賞）

商工課 主任主事 永久保湧大 10件

※年間を通して、最も多くの業務改善を実施したものに贈られる賞

表彰区分 所属 職名 氏名 標題 取組の概要 削減効果額

特別賞②（コ
スト削減賞）

道路課 主任主査 加勢田賢治
舗装計画の見直しにより舗装
費を約54％削減

計画路線（越後島地区）の舗装計画
について、舗装厚を削減し、工事現
場から発生する土砂（残土）を削減
する計画に見直しすることで、舗装
費約54％（約1,624万円）の経費
削減に貢献した。

¥16,240,000

※経費削減の効果が最も大きかった業務改善を実施したものに贈られる賞

表彰区分 所属

団体賞
議会事務局

庶務課

※１人当たりの提出率が最も高い所属に贈られる賞

提出率

300％
（5名で15件）

取組の概要

導入済みのLoGo フォームの機能を利用し、道路損傷内
容をスマートフォンで通報できる申請フォームを作成する
ことで、システム構築費の削減と損傷状況の把握（位置情
報や損傷状況写真）から的確な早期対応が可能となった。

eLTAX（電子）で提出される事業所（5,501 件）に対し
て、郵送による提出の案内をやめ、eLTAX のメッセージ
機能による案内を実施することで、業務の効率化と郵送
代等の経費節減に貢献した。

やいづ親善大使でイラストレーターの徳田有希さんに魅力
ある名刺デザインを制作していただき、市職員だけでな
く、市民や市内事業所等も使用できるようにすることで、
「オール焼津」体制での焼津市ＰＲに貢献した。

清流館高校からの認知症に係る取組への支援相談に対
し、認知症カフェの開催を予定していたスターバックス
コーヒーとを掛け合わせ、認知症に係る知識の習得と認
知症カフェの運営を行うことで、認知症に対する理解促進
に貢献した。

導入医療機器の選定について、収支予想を基にした、投資
利益率・回収期間・正味現在価値（ＮＰＶ）・収益性指数の数
値を自動で算出できるフォーマットを作成し、投資の優先
度・妥当性を検証することで、投資の意思決定の迅速化、
業務効率化及び組織全体の収益への意識向上に繋げた。

業務において動画を活用してみたいと思っている職員を
対象に、今後、動画を有効なツールとしてフル活用し、各
課の業務や情報発信に効果的に役立ててもらうため、「は
じめての動画活用講座」を実施し、全庁的な情報発信力の
強化に貢献した。

NTT 西日本と協力してスマホ相談員養成講座を実施し、
養成講座受講者７名を「地域のスマホ相談員」として公民
館に配置し、スマホ操作に不安を感じている高齢者が気
軽に相談できる体制を構築することで、市民サービスの
向上及び業務効率化に貢献した。

市公式LINE の運用が始まったことで、広報やいづの「郵
送不要」という方が増えたため、広報やいづの毎月の郵送
ラベルに「郵送停止フォーム」のQR コードを記載し、郵送
不要という方の停止の手続きを簡素化することで、業務
効率化及び郵送料の経費削減に貢献した。

新型コロナウイルスの影響で訓練が中止となったため、自
主防救助隊の訓練動画を作成し、誰でも視聴できるよう
にすることで、コロナ禍で訓練ができない状態でも、知
識、技術の習得を可能にした。

現状の点字の情報では、3 つある来庁者用エレベーター
のなかで、その来庁者が待つエレベーターが来ない可能
性が懸念されていたため、点字情報を追加し、必ずボタン
を押した箇所のエレベーターが反応する車いす用ボタン
を押してもらうよう促すことで、スムーズに利用すること
が可能となった。


